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戦後障害者運動と津久井やまゆり園
――施設と地域の「共生」の諸相




































































































障害支援区分 H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８
６ ７７（５５．０％） ９６（６７．１％）１０２（６８．９％）１１６（７９．５％）１１３（７５．３％）１１４（７７．０％）
５ ５１（３６．４％） ３７（２５．９％） ３３（２２．３％） ２５（１７．１％） ３２（２１．３％） ３１（２０．９％）
４ １１（７．９％） １０（７．０％） １３（８．８％） ５（３．４％） ５（３．３％） ３（２．０％）
３ １（０．７％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％）
２ ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％）
１ ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％） ０（０．０％）
合計 １４０（１００％） １４３（１００％） １４８（１００％） １４６（１００％） １５０（１００％） １４８（１００％）
【表１－２】
年代別
年代 H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８
２９歳以下 １０（７．１％） ８（５．６％） １０（６．８％） １０（６．８％） １２（８．０％） １４（９．５％）
３０歳代 ４１（２９．３％） ４０（２８．０％） ３５（２３．６％） ２９（１９．９％） ２５（１６．７％） １８（１２．２％）
４０歳代 ３０（２１．４％） ３４（２３．８％） ３４（２３．０％） ４０（２７．４％） ４４（２９．３％） ４７（３１．８％）
５０歳代 ２５（１７．９％） ２５（１７．５％） ３１（２０．９％） ３０（２０．５％） ２９（１９．３％） ２８（１８．９％）
６０歳以上 ３４（２４．３％） ３６（２５．２％） ３８（２５．７％） ３７（２５．３％） ４０（２６．７％） ４１（２７．７％）
合計 １４０（１００％） １４３（１００％） １４８（１００％） １４６（１００％） １５０（１００％） １４８（１００％）
平均 ４７．９歳 ４８．４歳 ４８．７歳 ４９．１１歳 ４９．１歳 ４９．５歳
【表１－３】
ボランティア受入実績 （単位：人）
園内行事 外出付添 日中活動 余暇活動 衣類補修 その他 合計








区分 H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ 計
年度当初入所者数 １４４ １４８ １４７ １４５ １４５ １４６ １３９ １４０ １４３ １４８ １４６ １５０
移行者数 ０ ０ ０ ０ ０ １１ ０ ２ ５ ０ ０ １ １９
グループホーム ０ ０ ０ ０ ０ １０ ０ ０ ５ ０ ０ １ １６
アパート等 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
家庭 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ３
他施設 ０ １ ２ ３ ２ １ ６ １ ０ １ ０ ０ １７
再入所者数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
新規入所者数 ８ １ １ ５ ７ １０ １１ ６ １２ ５ ６ ４ ７６







































































































































































































































































































































































































（２）Said, E,（1983）“Traveling Theory”, The World, the Text, and the Critc , Haverd Uni-



























（１１）Goffman, E.（1961）Asylums: Essays on the Social Situation of Mental Patients and

























（１６）Nirje, B.（1969）The normalization principle and its human management implica-
tions, Kugel, R. and Wolfensberger, eds. Changing patterns in residental service for the
mentally retarded . President’s Committee on Mental Retardation,Washington D.C.（＝
１９９８年，河東田博・橋本由紀子・杉田隠子訳編「ノーマリゼーションの原理とその人
間的処遇とのかかわり合い」『ノーマライゼーションの原理』現代書館，２２―３２頁）
（１７）「施設の社会化」について秋山智久は福祉施設と地域社会の相互作用として捉え，
次のように定義している。
「社会福祉施設の社会化とは，社会保障制度の一環としての社会福祉施設が，施設
利用者の人権保障，生活構造の擁護という公共性の視点に立って，その施設における
処遇内容を向上させると共に，その置かれたる地域社会の福祉ニードを充足・発展さ
せるために，その施設の所有する場所・設備・機能・人的資源などを地域社会に開
放・提供し，また，地域社会の側からの利用，学習，参加などの働きかけ（活動）に
応じるという，社会福祉施設と地域社会との相互作用の過程をいう」。
秋山智久（１９７８）「施設の社会化とは何か――その概念・歴史・発展段階」『社会福祉
研究』第２３号，鉄道弘済会社会福祉部，３３―４４頁。
東京都社会福祉協議会は実現可能なプロセスとして処遇の社会化，運営の社会
化，問題の社会化の３点を挙げている。
処遇の社会化：施設利用者も地域社会の住民であることから，生活圏域を施設内に
限定しない生活を送ることができるように，施設の生活水準を向上させるということ。
運営の社会化：施設利用者と周辺地域住民の双方へのサービス提供を可能にしてい
く前提となり，これらの参加を前提とした施設の経営・運営の民主化を目的にするこ
と。
問題の社会化：施設利用者の問題を特別視せず，社会問題として認識することで，
地域住民の生活上の諸問題を解決していくことにもつながり，そうすることにより同
様のニーズを持っている周辺地域の住民に対して施設を社会資源の一つとして開放し
ていくこと。
藤原慶二（２００９）「地域社会と社会福祉施設のあり方に関する一考察――『施設の社
会化』に展開と課題」『関西福祉大学社会福祉学部研究紀要』第１２号，関西福祉大学
戦後障害者運動と津久井やまゆり園――施設と地域の「共生」の諸相（西角） 287
社会福祉学部研究会，２７―３３頁参照。
（１８）津久井やまゆり園再生基本構想策定に関する部会検討結果報告書，平成２９年８月
神奈川県障害者施策審議会
http://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/894944.pdf
津久井やまゆり園再生基本構想 平成２９年１０月 神奈川県
http://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/898509.pdf
神奈川県は，「津久井やまゆり園で発生した事件について」と題するサイトを開設
している。このサイトにおいて記者会見の動画や専門部会の議事録など閲覧すること
ができる。
（１９）神奈川県障害者施策審議会 津久井やまゆり園再生基本構想策定に関する部会（第
７回）審議結果：平成９年５月１７日（神奈川県本庁舎３階大会議場）
引用は，以下のサイトによる。
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/p1145442.html
（２０）矢口芳生・尾関周二編（２００７）『共生社会システム学序説――持続可能な社会への
ビジョン』青木書店，２００７年，１８頁参照。その他，尾関周二・矢口芳生監修・亀山純
生・木村光伸編（２０１６）『共生社会――共生社会とは何か』農林統計出版。尾関周
二・矢口芳生監修・古沢広祐・津谷好人・岡野一郎編（２０１６）『共生社会――共生
社会をつくる』農林統計出版。宝月誠監修・福留和彦・武谷嘉之編（２０１７）『共生社
会論の展開』晃洋書房。井上達夫（１９８６）『共生の作法――会話としての正義』創文
社，参照。
（２１）井上達夫（１９９２）『共生の冒険』毎日新聞社，２４頁。
（２２）神奈川県障害者施策審議会 津久井やまゆり園再生基本構想策定に関する部会（第
８回）審議結果：平成２９年５月２９日神奈川県中小企業共済会館４階４０１会議室）引用
は以下のサイトによる。
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/p1154362.html
